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           電磁気的手法により材料の磁気特性を評価し、その特性変化 

から材質劣化や材料の機械特性を推定する技術開発です。 

インフラ構造物に用いられている鉄鋼材の多くは鉄を含み強磁性を示します。この磁気特性は内

部組織に敏感であり、また、鋼材の強度、硬度等機械特性やその劣化はやはり内部組織の変化を反

映します。よって、間接的ではありますが磁気特性の変化から材質劣化や材料の機械特性の評価が

可能と考えられます。図 1 は１例として引張試験を施した鋼材上をセンサで走査したときの出力分

布を示したものです。引張応力の増加とともに中央の応力集中部におけるセンサ出力の著しい低下

がみられ、材質劣化と対応していることがわかります。また、図 2 は硬度の異なる鋼材の磁気特性

をセンサで測定した結果を示したもので、硬度と対応した出力変化が得られています。 
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図1 左図：鋼材上を磁気ヨークにより構成されたセンサを用いて走査。磁気特性である透磁率の変化を評価す

る。右図：センサ出力の位置分布。引張なし、もしくは降伏応力以下で試験した場合、出力分布は変化なし。 

降伏応力以上で引張試験した試料では劣化によりセンサ出力の低下がみられる。 
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図2 左図：測定系。センサと被測定材から磁気回路を構成。簡単な測定系で評価が可能。右図：硬度の増加と

ともにセンサ出力の逆数もが増加。 
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 

 


